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第１章　総　則
(名　称）
第　１条　本部会は、一般社団法人日本ＣＡＴＶ技術協会関東支部（以下「協会」という。）　 技術部会（以下「本会」という。）と称する。
(目　的）
第　２条　本会は、協会の事業計画に積極的に協力することの他、ケーブルテレビに使用 する機器、電線、支持物、架材、測定器などについて、品質の安定、性能の向上、規格の統一等を図りながら円滑な対応と業界の健全な発展に寄与することを目的とする。
(事　業）
第　３条　本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
（１）品質の安定、技術向上に関する事項。
（２）ケーブルテレビに関する機器、電線、支持物、架材、測定器等の規格の
 統一。
（３）他の部会との連携と協力。
（４）会員相互の情報交換及び親睦に関する事項。
（５）その他本会の目的を達成するために必要と認められる事項。
(事務局)
第　４条　本会は、事務局を協会内に置く。

第２章　会　員
(会員の資格）
第　５条　本会の会員は、協会の会員であり、ケーブルテレビに使用する機器、電線、支
持物、架材、測定器等の製造業者または製造しようとする者とする。
(入　会）
第　６条　本会の会員になろうとするときは、書面をもって申し込まなければならない。
２　前項の申し込みがあったときは、本会の幹事会において承認を得なければならない。
(会員の権利及び義務）
第　７条　会員は、本会に対して次の権限を有する。
（１）部会に出席して一票の議決権を行使する。
（２）本会の事業に対して意見を述べ、説明を聴し、書類の閲覧を求めることができる。
２　会員は、規約及び部会の決議事項を守り、本会の事業に協力しなければならない。
(会　費）
第　８条　本会の所要経費は、通常は協会の予算を充当し、特別の事由により部会または幹事会の議決を経て、臨時に徴収することがある。
(会員の資格喪失）
第　９条　会員は、次の場合会員の資格を失う。
（１）退会。
（２） 第５条の資格に該当しなくなったとき。
（３） 第７条の２項を履行しなかったとき。
（４） 除名。
(退会の届出）
第１０条　本会の会員が退会しようとするときは、書面をもって届出をしなければならない。
(除　名）
第１１条　本会の会員が本会の規約に違反しまたは本会の名誉を傷つける行為をしたときは、 幹事会において幹事の４分の３以上の同意を得て、その会員の除名を支部幹事会に 上申することができる。
ただし、その会員に弁明の機会を与えなければならない。

第３章 役　員
(役　員）
第１２条　本会に次の役員を置く。
（１） 部会長　　　　　１　名
（２） 部会長代理　　　１　名
（３） 副部会長　　　　若干名
（４） 幹　事　　　　　若干名
(役員の選任及び任期）
第１３条　部会長及び部会長代理は、協会支部長が指名する。
　　　２　幹事は、会員の中から部会長が選任する。副部会長は、幹事の互選により部会長が指名する。
　３　役員の任期は、２事業年度とする。ただし、再任を妨げない。
　　　４　役員は、辞任又はその任期満了後においても後任者が就任するまでは、なお、
その職務を行う。
５　欠員補充により選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。
(役員の職務）
第１４条　部会長は、本会を代表して会務を総理する。
　　 ２　部会長代理は、部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その会務を代行する。
３  副部会長及び幹事は、部会及び幹事会の決議に基づいて、会務の執行に当たる。
(役員の解任）
第１５条　役員に役員として相応しくない行為があったときは、部会の決議により解任す
ることができる。
(役員の報酬）
第１６条　本会の役員は、無報酬とする。
(幹事会）
第１７条　幹事会は、部会長、部会長代理、副部会長及び幹事をもって組織し、規約及び部会の決議に従い業務を執行する。ただし、第２０条第２項第２号の「その他重要と認められる項」に関し、緊急を要する場合が生じた時は部会に代わり、意志決定をすることができる。この場合は次の部会において、事後承認を求めるものとする。
２　幹事会は、部会長がこれを招集し、その議長となる。
(讓　決）
第１８条　幹事会の議決は、幹事の半数以上出席し出席幹事の過半数で行う。
ただし、可否同数の時は議長がこれを決する。

第４章　部　会
(部　会）
第１９条　本会の部会は、通常部会及び臨時部会とする。
２　本会の部会は、技術部会員をもって構成する。
３　通常部会は、年1回開催する支部会議をもって充てるものとし、臨時部会は、部 　　　　会長が必要と認めたときに開催する。
４　部会は部会長がこれを招集し、その議長になる。
(付議事項）
第２０条　部会事業のうち事業報告及び事業計画については、支部会議の議決に基づいて実施する。
２　通常部会は、次の事項を議決する。
（１）規約の改定。
（２）その他重要と認められる事項。
(議　決）
第２１条　部会の議決は、部会員の半数以上の出席により、出席者の過半数をもって行う。やむを得ない理由のため、部会に出席できない会員は、他の会員を代理人として表決を委任することができる。この場合、表決の委任者は会議に出席したものとみなす。



第５章　事業年度
(事業年度）
第２２条　本会の事業年度は、毎年４月１日より翌年３月３１日までとする。

付　則
本規約は、平成２５年１１月８日より施行する。
 






























